
■提案の背景

社会資本の老朽化への対応やストックの有効活用のため、安全確保や少子高齢化等を背景としたニーズの変
化やコンパクトシティ化（立地適正化）を踏まえ、全国の都市公園で再生整備の需要が増加してくることが予想さ
れます。また、東日本大震災からの教訓や豪雨・火山などの多発する自然災害リスクへの対応に向け、グリーン
インフラの役割が注目されています。さらに、東京オリンピック・パラリンピックによる公園緑地整備需要も見込ま
れます。

これらの際には、人口増加を背景とした大量供給の時代とは違い、地域の現状に即したきめ細かな計画・設計・
施工の対応が不可欠であり、しかも、健全で持続可能な管理運営体制への移行が必須課題となっています。

このため、ＣＬＡでは、造園／ランドスケープの特性を踏まえ、設計・施工・管理の連携によりこれらの課題解決
にあたっていくことも目指し、設計プロセスの検討を行ってきました。

このような中、2014年12月の建設業法の改正、品確法の改正に基づく2015年1月の発注事務の運用に関する指
針により、法制度上の根拠が整い、2015年5月の造園工事総合示方書では、設計・施工・管理の連携の必要性が
示されました。

これらの背景を踏まえ、ＣＬＡでは、新しい造園プロセスの提案として、「造園の特色を活かす順応的整備プロセ
ス」（案）を提案します。

■検討の経緯

2004年度 ＣＬＡ設計プロセスの検討開始（H16年度（社）日本公園緑地協会自由研究）
2005.03 公共工事の品質確保の促進に関する法律（品確法）施行
2005年度 H16成果へのＣＬＡ内の意見募集／H17年度自由研究（継続）～2007.3
2007.02 造園学会ランドスケープ（建設）技術研究委員会「公共造園空間整備における設計・施工・管理

－その連携と空間評価－」に関わる“提言”
2007.08 第2回ﾋﾞｼﾞｮﾝｾﾐﾅｰ『これからの造園設計のあり方』～時代に応える造園空間創出のためのﾌﾟﾛｾｽ～
2007～2009 造園ものづくり意見交換会（日造協・ＣＬＡ）
2008.05 造園学会分科会発表（日本造園学会・日造協・ＣＬＡ）【試論による議論】

実施設計・施工「同時」発注型プロセスの提案
2009.05 造園学会分科会発表（日本造園学会・日造協・ＣＬＡ）【試論による議論】

実施設計・施工「個別同時」発注方式の提案／ＥＣＩ方式にも言及
2010.10 広報日造協435号「設計と施工の連携を促す設計施工同時発注方式（藤井英二郎）」
2011～ 民間プロジェクトによる検証（ＣＬＡ）
2013.5 造園学会研究委員会フォーラム発表【試論による議論】

設計・施工システムに関する民間プロジェクトによる検証結果／ＣＭ方式にも言及
2014.12 緑地育成工事の追加（建設業法）
2015.01 発注関係事務の運用に関する指針（運用指針）：国土交通省
2015.05 造園学会研究委員会フォーラム発表【ＣＬＡ提案（案）による議論】
2015.05 ＣＬＡ提案（案）に対する意見募集の開始

■参考資料：発注関係事務の運用に関する指針（平成27年1月30日 国土交通省）
CLA会員 意見募集

（出展：国土交通省ホームページより）

ＣＬＡ技術委員会では、平成16年度からこれまで、有識者や関係団体等による委員会や造園学会における意見
交換等を行い、造園／ランドスケープにおける設計プロセスのあり方の検討を重ねてまいりました。

今後とりまとめを行いＣＬＡからの提案として発信していくにあたり、ＣＬＡ会員の皆様のお考えをお伺いするため、
提案（案）に対するご意見を募集します。

いただいたご意見は今後のとりまとめを行う際の資料とさせていただきますので、ぜひご意見をお寄せください。

≪意見募集要領≫
１．意見募集対象

新しい造園プロセスの提案「造園の特色を活かす順応的整備プロセス」（案）（※本資料）

２．閲覧・入手方法
ＣＬＡホームページより入手できます。（ http://www.cla.or.jp ）

３．意見募集期間
2015年5月28日（木）～2015年8月31日（月）（必着）

４．意見応募方法
郵送・ＦＡＸ・電子メールにより送付してください。（送付先：本資料のＰ４を参照）

2015年5月28日
（一社）ランドスケープコンサルタンツ協会

技術委員会
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（２）設計・施工の連携プロセス提案

■提案①：実施設計・施工「個別同時」発注方式

造園の特性である不定形な自然素材を活用した
工事において「現場で柔軟に考えること」を可能と
する工事発注方式として、実施設計・施工の「個別
同時」発注方式の提案を行う。

実施設計・施工の「個別同時」発注方式は、ランド
スケープデザインの中核段階である基本設計が行
われた後、実施設計者と施工者をそれぞれ選定し、
両者の連携・調整により仕事を進め、設計者は実
施設計および設計監理（デザイン監理）を行い、施
工者は植物材料調達等の準備工を行うことのでき
る新たな発注システムである。

このシステムは、国土交通省の「発注関係事務の運用に関する指針（運用指針）」における『設計段階から
施工者が関与する方式（ECI方式）』にあたるものである。

■民間プロジェクトによる検証

民間プロジェクトにおける設計・施工の「個別同時」発注方式の検証を行った結果、以下の３点の課題・対
応策が得られた。

１．「作業内容の明確化」
●課題点

実施設計と施工が同時に進行するため、設計者が行う実施設計作成作業と、施工者が行う施工図作
成作業の区分があいまいになりやすい。
基本設計の成果品で工事予算を確定するため、基本設計作業量が増加する懸念がある。

●対応策
基本設計と実施設計における設計者の作業内容、施工者の施工図作成範囲を明確に規定した特記仕
様書を作成する。

２．「ＰＭまたはＣＭの設置」
●課題点

権限と能力を有したＰＭの存在が、良質な造園空間の形成に不可欠である。
ＰＭが存在しなければ、意思決定に時間を要し、設計者と施工者の負担が増加することが懸念される。

●対応策
発注者側に「良いもの」を的確に判断でき、迅速に発注側内部でのオーソライズができる能力を有した
人材を担当者として登用する。
このような人材が発注者側に不足している場合は、行政支援としてのＰＭまたはＣＭの設置を行う。

３．「維持管理段階までの継続」
●課題点

基本設計が性能を規定するものとして工事が実施されるが、造園空間の場合工事完了時が基本設計
で規定した性能が発揮される時期ではなく、施工後１０～２０年経過して発揮されるものである。

●対応策
造園空間の場合、性能が発揮されるまでの１０～２０年間の維持管理が重要であることから、性能を規
定した設計者と工事を担当した施工者の両者が、性能が発揮されるまでの期間、維持管理に携わる仕
組みを構築する。

新しい造園プロセスの提案 「造園の特色を活かす順応的整備プロセス」（案）

（１）設計・施工・管理の連携の必要性
設計と施工の連携は、品質確保のためにどの分野でも必要なことであるが、とりわけ造園では重要な基本

姿勢であることを確認しなければならない。
造園は、不定形な自然素材により、施工時になって初めてわかるその土地の自然の状況も読み取りなが

ら美しく仕上げていく技術であるという特性があることから、設計と施工が連携した整備の体制が必要である。
造園施工においては、その技術的特徴から、設計と施工の連携の下、施工者においても審美性を持った

デザインの技量を持つことを標準とする。
造園施工にあたっては、施工者は設計の意図を十分把握するよう努め、設計者は設計時から施工時を通

じ、設計意図を伝達するよう努めなければならない。
（造園工事総合示方書 技術解説編 公益社団法人 日本造園学会 より）

（３）設計・施工・管理の連携プロセス提案

■提案②：造園版CM方式

造園版ＣＭ方式の提案は、提案①：実施設計・施工「個別同時」発注方式の民間プロジェクトによる検証を
行った結果得られた３つの課題に対応するとともに、建設業法の改正、発注事務の運用に関する指針の内容
と整合を図ったうえで、総合的に最も良質な成果が得られる「造園の特色を活かす順応的整備プロセス」（案）
として提案する方式である。

• 設計・施工・管理（10年）までの一括CM方式 （成長する生きた材料、自然環境やユーザー意識の変化、

施工や管理にも審美性が必要な造園の特徴に対応した、長期継続的かつ順応的整備システム）。

• 施工会社と設計会社ほかのJVまたはＳＰＣや恒久ＣＭ会社によりマネジメント業務を委託により行う。

• 設計者、施工者は、CMRが選定システムをつくり選定し発注者と契約。発注支援は行政ＯＢを想定。

（CMRは設計、施工を受けないが、条件を整理し明確な仕様書を作成。これにより選定対象が広がる）

• 設計時に、工事に先駆け材料調達や生産の調整を行い、現場の自然状況を見試し、施工方法も検討しつ

つ、順応的に設計を行う。

• 施工時の自然環境の変化や住民参加も含め、順応的に施工を行う。

• 竣工後10年間の「緑地育成工事」により植栽を安定させ、その後の管理計画を策定。

• 同時に管理組織を育成し、地元による持続可能な管理体制に引き継ぐ。

（４）実現に向けての今後の課題

• 施工業界との意見交換～共同提案の実施

• 発注者を交えた意見交換

• 品質評価システムの検討（性能発注の方法と段階的評価時期の検討等）

• 保険（契約ボンド）の検討

• 設計報酬ガイドライン（歩掛）の検討
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計画 設計 施工 育成

（基本構想）

造園ＣＭR （発注者支援・設計・施工・運営・住民調整の職能支援）

（準備工）

（基本設計） （実施設計）

運営体制を含めた（育成管理）

（設計監理）

（工事管理）

▼設計・施工同時発注

維持管理

（基本計画）

▼竣工 ▼10年後（概成）

設計者
選定・監理

本格管理

施工者
選定・監理

（育成工事）

指定管理者
選定・監理

施工者

管理者

デザイン／エンジニアリング

エンジニアリング／材料調達

設計監理

施工

育成デザイン監理

育成工事

育成管理（運営体制も育成）

設計者

・基本設計の後、実施設計・施工の段階で連携
・設計者と施工者が直接連携
・基本設計成果により、工事発注することがポイント

・基本設計段階から、設計・施工・管理を通じて連携
・造園CMRをとおして、設計者・施工者・管理者が連携
・設計から管理まで一連の仕組みをつくることがポイント


